
森林をきちんと手入れすれば、木材は半永久的に再生産で
きる材料です。家や家具、紙などに使われるだけでなく、
蒸気や電気をつくるエネルギー源としても利用できます。
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島根で育った木を使って、島根の森林を育てよう！

　皆さんは、木を切って利用することは森林を荒らす
ことにつながると思っていませんか？
　むやみやたらに木を切り倒して、その跡地をほったら
かしにすることはいけませんが、木を「植える」→「育てる」
→「切って使う」→「植える」→「育てる」→「切って使う」
……というサイクルの中で生産された木材を使うことは、
森林を適切に管理することにつながります。
　適切に管理された森林は、水を育んだり、土砂崩れ
を防いだりしてくれるだけでなく、私たちが出す二酸
化炭素（CO2）も吸収してくれます。また、切って木材
となった後も、利用している間は二酸化炭素（CO2）を
閉じこめたままになり、外に出しません。
　毎年10月は「木づかい推進月間」です。皆さんも、島根
の森林を守るために、また、地球温暖化を防止するために
も、島根で育った木をどんどん使いましょう！

島 根 県
http://www.pref.shimane. jp/sec t ion/yama/mizumori/ index.html

この季刊誌は「水と緑の森づくり税」による森づくりの取り組みを、県民の皆さまにお知らせするものです。

　「水と緑の森づくり事業」では今年もＰＲ活動の一環とし
て、県産材でつくったベンチやパンフレットラックを県内各
地に設置しました。

　「木づかい推進運動」期間中に発行した、この「み～も通信」（秋号）も、島根
県産間伐材を含む国産材を70％使った紙を使用しました。このような国産や県産
の木材からできた紙を使うことで、森林が適切に管理されていきます。

隠岐病院（隠岐の島町）県立万葉公園（益田市） 山陰合同銀行 法吉支店

～10月は「木づかい推進月間」です～
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Q1 荒廃森林問題の認識度 Q2 水森税の周知度

Q3 再生の森事業の周知度 Q4 森づくり資源活用実践事業の周知度

Q5 各種PRの認識度 Q6 地域材利用促進の必要性

Q7 森林への興味や関心
Q8 森づくりボランティア
への参加

事業内容を知って
いる人は３割程度

回答者の年代 回答者の性別

「水と緑の森づくり」県民アンケート

調査の結果について
　昨年４月からスタートした「水と緑の森づくり税」の認知度や、県民の皆さまの「森

づくりに対する意識の変化」を把握し、「水と緑の森づくり事業」を検証するために、

今年４月15日から５月28日にかけて県内各地域でアンケート調査を行いました。

　その結果は、次のとおりでした。このアンケート結果は、今後の事業に活かしていきます。

　お忙しいところアンケートにご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました。

アンケート調査の様子（ジャスコ大田店）

山村の過疎化や高齢
化、木材価格の低迷
などにより、森林所
有者による管理がで
きずに放置され荒廃
する森林が増えてい
ますが、このような
森林の荒廃について
知っていますか。

８割の方が森林が
荒れていると認識

良く知って
いる 31％

ある程度は
知っている

49％

知らない
20％

島根県では、森林
は県民共有の財産で
あるとの考えにたっ
て、平成17年度から

「水と緑の森づくり
税」をご負担いただ
いておりますが、こ
の税のことを知って
いますか。

税の使いみちとして、手
入れがされず荒廃して
いる森林の不要木を伐
採し、針葉樹と広葉樹が
混じり合った森林に再生
する事業を実施した場合
に、交付金を出している
ことを知っていますか。

税の使いみちとし
て、県民参加の森
づくりを推進するた
め、県民の自主的な
森づくりや森林資源
を活用する取り組み
に必要な経費の一部
を助成していること
を知っていますか。

県では「水と緑
の森づくり」を
推進するため、
各種のＰＲを実
施しています。
次 の 中 か ら、
知っているもの、
または、見たこ
とがあるものは
ありますか。

（○はいくつでも）

森づくりには、木
を植え、育て、利
用することの循環
が大切ですが、こ
のためには、地域
の森林から生産さ
れる木材の利用を
促進する必要があ
ると思いますか。

森林への興味や関
心がありますか。

森づくりボラン
ティアなどの活
動に参加してい
ますか。

水森税を知って
いる人は43％　

うーん、まだまだ。

良く知っている
16％

ある程度は
知っている

27％

知らない
57％

良く知っている
10％

ある程度は
知っている

19％

知らない
71％

良く知っている
８％

ある程度は
知っている

24％

知らない
68％

ボランティアに参加した
いがチャンスがない。

これからの課題です。

参加したい
と思うが機
会がない　

63％

関心がない
31％

参加している
６％

非常にある
21％

ある程度はある
59％

あまりない
18％

全くない ２％
森林への関心は

高い。

そう思う
94％

思わない 6％

県産材の利用拡
大の必要性はだ
れもが認めると
ころです。

うーん、この
「み～も通信」も
認知度低い…。

調査人数
1,000人
有効回答
925人

30歳代
23％

40歳代
18％

50歳代
21％

60歳以上
28％

20歳代
10％

男性
44％女性

56％

テレビ新聞
広報 ・記事

み～もくん

ポスター

キャッチコピー

水森のシール
を貼った木製品

季刊誌

０ 20 40 60 80 100％

知っている 知らない

36 64

27 73

25 75

13 87

10 90

9 91
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み～もくんのおしえてちょーだい
森林のコーエキテキキノー（公益的機能）

　　　　　　　　　ってどんなもの？

資料：森林・林業・木材産業「そこが知りたい」
　　　全国林業改良普及協会

日本は多くの雨が降り、気候も暖かいため、山にはたくさんの樹木や植物がはえています。

島根県の山も、当たり前のように緑に覆われています。私たちは、あまりに身近に森林があ

りすぎて、その役割に感謝することを忘れています。

森林には、木材を生産する役割だけでなく、私たちの安全で安心な生活を守ってくれるさま

ざまな役割があります。

今回は、森林の主な役割を紹介します。

森林は

水をたくわえて、
きれいにします！

森林は

山から土砂が流れ出るのを
防ぎます！

みどり豊かな森林の土は穴の多いスポンジ

のようになっていて、雨水や雪解け水がた

くさんしみこみます。

手入れされた森林から出る土

砂の量は、草や木のはえてい

ない裸山から出る量の150分

の１におさえられます。

森林は

風や砂などから私たちを守ってくれます！
日本海に面して海岸線の長い島根県。

冬場には強い風や砂吹雪におそわれます。

海岸に育つ松などの林は、私たちの家や

学校、道路などを潮風や飛砂から守って

くれています。

資料：森林・林業・木材産業「そこが知りたい」　全国林業改良普及協会
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資料：森林・林業・木材産業「そこが知りたい」
　　　全国林業改良普及協会

森林は

二酸化炭素（CO2） を吸って、
酸素を （Ｏ2） を
出してくれます！
日本の森林は、日本国内の全

自家用乗用車が出す二酸化炭

素（CO2）の約７割を吸って

くれます。

一方で7,100万トンもの酸素

（O2）を出してくれています。

森林は

私たちに安らぎをあたえてくれます！
忙しい毎日を送っている私たち現代人。

いろいろストレスもたまります。

森林は、そんな私たちにとって休養の場となり、新緑や紅葉など美しい景色

を楽しませてくれます。

秋も深まり、これからGoodな季節です。山に出かけてみませんか？

森林は

いろんな生き物の生活の場に
なっています！
山には針葉樹や広葉樹、背の高い木・低い木、常緑樹・落葉樹、

草花や笹、竹など様々な植物がはえています。

そんな森林は、いろんな動物の生息・生育の場となっています。

そして、遺伝子や生物種、生態系を保全するという根源的な役

割をはたしています。

　……う～ん、ちょっと難しいかな。

私たちが寝ている間も、森林は働いています。

森林は“そこにあって当たり前”ではありません。

森林がより一層、その役割を果たせるように、

私たちも森林を守ってあげましょう！



5

雲南地域での取組み

地域の情報コーナー

植繊機を導入し竹をパウダー化
　斐伊川流域林業活性化センター（会長：速水雄一雲南市長）では、竹林の活用と拡大防止対策として、竹

の農畜産業への活用を促進するため、竹をパウダー状にする植繊機を導入し、実証試験が行われています。

　実証試験は、島根県中山間地域研究センターの協力のもと行われており、竹パウダーの田畑での雑草抑制

材としての利用や牛の飼料、敷料としての利用を視野に入れ試験が行われています。

　大きな効果が認められれば、竹の活用を通じた竹林の拡大防止対策として大変期待されます。

森づくり・資源活用実践事業を活用

竹を活用しながら竹林の拡大を防ごう ！

新聞でも大きく

取り上げられま

した

竹林の整備 （活用、 拡大防止）

地域の情報コーナー

竹チップ 竹パウダー

植繊機

農畜産業での利用



発行：島根県農林水産部林業課・水と緑の森づくりスタッフ
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森づくり・資源活用実践事業の取り組み
県民の皆さんのアイディアと参加による、森づくり・資源活用実践事業の第２次募集分の事業が決定しましたのでお知らせします。
今年度の募集は今回で終了させていただきます。

平　成
18年度第２次決定事業29件

分 野 取組の名称 実施団体

森づくりボランティア 地域の森再生記念事業
～隠岐島前森林復興公社
10周年記念植樹～

隠岐島前森林復興公
社

（海士町）

森づくりボランティア 森林ボランティア事業 ＮＰＯ法人もりふれ倶
楽部

（松江市）

森づくりボランティア 竹やぶＳＯＳ！ 地域の
竹林を整備、遺産を竹か
ら守ろう！

特定非営利活動法人
行って楽しい・迎えて
嬉しい石見銀山ＮＰＯ

（大田市）

森づくりボランティア
木材利用

市民参加による里山再生
と木を利用する取り組み

ＮＰＯ法人八雲総合
サービス協会

（松江市）

森づくりボランティア
森づくり講座

森づくり教室 江の川下流流域林業活
性化センター

（川本町）

森づくりボランティア
森づくり講座

石見銀山「竹やぶ」を「竹
林」に

ＮＰＯ法人緑と水の連
絡会議

（大田市）

森づくりボランティア
木材利用森林バイオマ
ス利用森林 ・ 都市交流

古代住居とロマンの里づ
くり

理想の山里づくり実行
委員会

（川本町）

森づくりボランティア
森づくり講座木材利
用

森を育て次世代に伝え、
緑と木の豊かさを知る運
動in中須

中須地区生活環境推進
協議会

（益田市）

森づくり講座
木の利用講座

間伐材利用による景観整
備

来島郷の会
（飯南町）

森づくり講座
木の利用講座

道川の自然教室
山、川とくらしの繋がり
を見直そう

道川小学校ＰＴＡ
（益田市）

森づくり講座
木の利用講座

森の達人教室「ネイチャー
の森づくり＆かまど小屋
づくり！」大作戦

ネイチャーキッズ寺子
屋

（益田市）

森づくり講座
木の利用講座森林 ・
都市交流

エコビレッジかきのきむ
ら・山の学校
～森の恵みを知り、活か
そう～

特定非営利法人エコビ
レッジかきのき

（吉賀町）

木材利用 森を利用する取り組み 比田中学校ＰＴＡ
（安来市）

木材利用 環境にやさしい自動販売
機囲いの製作

まつえ市民環境大学村
（松江市）

分 野 取組の名称 実施団体

木材利用 島根の木と共に育む「水
と緑の森づくり」

須子保育所
（益田市）

木材利用
森林バイオマス利用

出雲の木と木質ペレット
ストーブによる憩いの場
所づくり

出雲地区森林組合
株式会社ワイエム

（出雲市）

木材利用
木の利用講座

益田市民公募型デザイン
コンペによる県産材使用
ベンチを公共空間に

島根県建築設計事務
所協会益田支部

（益田市）

木の利用講座 親子で縁台づくり 親木・遊杢倶楽部
（雲南市）

木の利用講座 2006しまね木材フェアin
出雲

出雲木材市場
（出雲市）

木の利用講座 環境フェスティバルにお
ける木工教室

松江木青会
（松江市）

木の利用講座 島根県産材を利用したペ
レットおよび調湿炭の創
製と体験講座

しまねの木を利用する
会

（松江市）

木の利用講座 地域材を使おう！ ウッディー邑智の会
（邑南町）

木の利用講座 森を知る
～親子木工教室～

特定非営利活動法人コ
アラッチ

（益田市）

木の利用講座 高津川流域に育む樹林を
大切に

流域で木材活用による
活性化を進める会

（益田市）

木の利用講座
森林 ・ 都市交流

木材、竹材、森林バイオ
マスなどの利用を通じ、
都市と農村の交流の場づ
くり

宍道町田根地区竹炭生
産組合ボランティア事
業部

（松江市）

木の利用講座
森林 ・ 都市交流

親子ふれあい体験木工教
室

出雲地区森林組合
（出雲市）

森林バイオマス利用 木質バイオマスエネル
ギー地産地消への取り組
み（地消部門）

薪ストーブ同好会
（松江市）

木材 ・ 森林バイオマ
ス活用
アイディア実証

木質バイオマスエネル
ギー地産地消への取り組
み（地産部門）

木質バイオマスエネ
ルギー地産地消ネット
ワーク

（松江市）

木材 ・ 森林バイオマ
ス活用
アイディア実証

森林資源のエネルギー化・
有効利用による森林整備（植
繊機導入による森林資源の
エネルギー化農業利用）

自然新産業研究会
（吉賀町）

県
内
�
�
森
�
�
�
�

行
事
�
�
�
�
�
案
内

11月５日
「地域材を使おう」
“住宅棟上コーナー・木を使ったゲームコーナー・木工教室コーナー” 邑南町田所公民館（町立瑞穂小学校横）問い合わせ先：

ウッディー邑智の会（事務局 洲濱林業）
TEL 0855-83-0515

11月12日
「里山自然塾」第８回講座
“竹を色々使ってみよう” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

11月18日
「里山こども自然塾」
“落ち葉アート” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

11月19日
出雲かんべの里　
自然の森のレスキュー隊（植樹体験） 出雲かんべの里（松江市大庭町） 問い合わせ先：出雲かんべの里（NPO八雲総合サービス協会）

TEL 0852-28-0040

11月19日 間伐材を利用した丸棒テーブル・ベンチ作り 出雲科学館（出雲市今市町） 問い合わせ先：しまねフォレストネットワーク出雲
TEL 0853-22-2473（正木）

11月25日
「里山こども自然塾」
“森林公園探検” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

12月２日
「里山こども自然塾」
“クリスマスオーナメントを作ろう” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

12月３日
「里山自然塾」第９回講座
“里山の素材でリースを作ろう” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

12月９日
石見銀山森づくりワークショップ
「里山は遺跡を守ったタイムカプセル」 石見銀山公園駐車場集合（大田市）問い合わせ先：

NPO緑と水の連絡会議
TEL 0854-82-2727

12月10日 石見銀山　竹刈りボランティア作業 石見銀山公園駐車場集合（大田市）問い合わせ先：NPO緑と水の連絡会議
TEL 0854-82-2727

12月16日
「里山こども自然塾」
“正月かざりを作ろう” ふるさと森林公園（松江市宍道町）問い合わせ先：NPOもりふれ倶楽部

TEL 0852-66-3586

12月16日
出雲かんべの里
自然の森のレスキュー隊（木工体験） 出雲かんべの里（松江市大庭町） 問い合わせ先：出雲かんべの里（NPO八雲総合サービス協会）

TEL 0852-28-0040

あなただけの “　　　　　への想ひ” を募集しています
島根の森での体験をもとにした

“森への想ひ”を募集しています。
昔、野山を遊び回って、木で道具を作ったり、
木の実を食べたりした大人の皆さん。
今、毛虫やへびがこわいけど、
山には入って虫取りしたい子どもたち、いますよね。
秋の夜長を利用して、
あなただけの森への想いを文章にしてみませんか？
“森への想ひ” が強く感じられる作品には、
年代ごとに賞金を用意しています。
皆さんそれぞれの “森への想ひ” をお待ちしています。

◇応募資格　島根県内に住んでいる小学生以上の方（個人または団体）
　　　　　　応募は作品は１人（１団体）１作品に限ります。

◇応募方法　自らの体験をもとに「森への想ひ」を2,000字以内で書いて応募してください。
自署でもワープロでもかまいません。住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
学校名（小中高校生のみ）を記入して、郵送またはＥメールで応募してください。
個人情報は入賞作品の決定、通知、発表にのみ使用します。

◇応募先・問い合わせ先
　　　　　　島根県農林水産部林業課水と緑の森づくりスタッフ
　　　　　　〒690-8501 松江市殿町１番地　電話 0852-22-5170　FAX 0852-22-6167
　　　　　　ホームページ　http://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/　Ｅメール　ringyo@pref.shimane.lg.jp
◇応募期限　平成19年１月10日　当日消印有効

県民参加の森づくりを一層進めるために、県内の
森づくり団体や森林資源を活用している団体が参
集し、テーマ別に事例報告・意見交換を行う「森
づくり・資源活用団体活動報告会」を開催します。
参加費無料、どなたでも参加できます。皆さんぜ
ひご参加ください。
日時：平成18年12月10日　13:30～16:30
場所：大田市「あすてらす」

「森づくり・資源活用団体活動報告会」

開催のお知らせ
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